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令和 7年度「岩手県立療育センター療育研修会（オンライン）」の開催について 

 

日頃より当センターの運営につきましては、多大なご支援を賜り、深く感謝申し上げます。 

  このたび、当センターでは、障がい児療育の向上を図ることを目的として、下記のとおり標記研

修会を開催することといたしました。 

  つきましては、業務多忙とは存じますが、貴所属職員の参加について格別の配慮をお願い申し上

げます。 

 併せて、同封のポスター掲示による広報にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

  なお、研修会開催の案内を、市町村保健・福祉担当課、教育委員会、相談支援事業所、特別支援

学校等に送付しておりますことを申し添えます。 

記 

１ 配 信 日 時 ： 令和 7年 10 月 8日（水）12 時 50 分～17時 20 分 

（オンデマンド 配信  令和 7年 10 月 15 日（水）～11 月 14 日（火）） 

２  定    員  ： 90 回線（1回線での視聴は何名でも可） 

３  対    象 ：  療育関係者及び県民一般希望者 

４  参  加  費  ： 無   料 

５  申込み方法    

   岩手県立療育センターホームページ上の療育研修会申込フォームより、9月 26日（金）までにお申

込みください。Google フォームに入れない方は、当センターホームページから申し込み用紙をダウン

ロード、必要事項を記入の上 FAX にて申込ください。申込は先着順とし、定員になり次第締め切らせ

ていただきます。 

（県立療育センターホームページ  https://www.i-ryouiku.jp/） 

６ その他      

●オンラインシステムは Web 会議システム Zoom を使用予定です。事前にアプリのインストールおよ

びアップデートしておくことを推奨します。 

●Zoom のインストールは無料ですが、視聴にかかるインターネット通信料はご負担ください。 

 ●Google フォームから申込いただくと申込み完了後、Google から自動返信メールが届きます。自動

返信メールが届かない方は以下の問い合わせ先までご連絡ください。 

●参加者には 10 月 3 日(金)を目途に、参加方法の詳細を案内させていただきます。 

●必要な方には手話通訳を手配いたします。ご希望の方は 9月 19 日(金)までにお申し込み下さい。 

 

７  受付・お問合せ先   

岩手県立療育センター相談支援部  療育研修会受付窓口 

〒028-3609 岩手県紫波郡矢巾町医大通 2-1-3 

TEL:０１９-６０１-３２０５    FAX:０１９-６０１-３２０８ 

 

 



令和７年度  岩手県立療育センター  療育研修会 
 

期日：令和 7年 10 月 8日（水） 

主催：岩手県立療育センター 

開催方法：WEB研修 

― プログラム － 

研修会日程 

12：30 

12：50 

受付 

オリエンテーション 

開会  所長挨拶 

13：00 講座１ 

「神経発達症とその周辺疾患について～保護者および教育との連携を中心に～」 

パームこどもクリニック院長 宇野 正章   

14：00 講座２ 

「重症心身障害児の障害を栄養から支える －岩手県立療育センターNST の取り組みー」 

小児科医長  佐藤 陽太     

14：50 講座３ 

「精神療法について」 

児童精神科長    加藤  幹   

15：40 実践発表    

１ 「外泊困難な児に対する院内外泊の取り組みについて」   

 看護部 病棟 看護師 岩間 香   

人口呼吸器を 24時間使用し外泊が困難な児に対し、ご家族とゆっくり過ごせる時間を設けるため院内
外泊を実施した際の実践報告。 

16：00 ２ 「外来で実施している心理検査について」  

診療部 診療科 臨床心理士 澤口友祐  

外来で実施している心理検査の概要を紹介し、心理検査を実施する目的、検査で何がわかるか、検
査結果を支援にどうつなげるか等について報告する。 

16：20 ３ 「病棟保育「なかよし」ってどんなところ？」   

   育成部 児童支援係 児童指導員 髙橋 佳子 

未就学の入所児童が参加している病棟保育（通称：なかよし）について、活動内容や活動する上での
工夫、ベッドサイド保育での取り組みについて紹介する。 

16：40 ４ 「Q-SACCS を用いた地域支援体制づくり」   

相談支援部 発達障がい支援係 相談支援員 四戸 航 

Q-SACCS（発達障がいの地域支援システムの簡易構造評価）についての開発、展開背景と評価 
内容の概要、用いることで期待できる効果を発表する。 

17：00 ５ 「生活訓練を利用し自立に向けた支援について」 

障がい者支援部 生活支援員 鈴木 佳奈子 

障がい者支援部では、利用者一人ひとりの目標に寄り添い、進路に応じた支援を行っている。今回は、

統合失調症を抱える方が「自立」という目標に向け私たちがどのように支援を行ってきたのか紹介する。 

17：20 終了 

 


